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はじめに
　新型コロナウイルス感染発生と拡大の影響を受
け，文科省、厚労省からの「新型コロナウイルス
感染症の発生に伴う医療関係職種等の各学校，養
成所及び養成施設等の対応について」「新型コロ
ナウイルス感染症の発生に伴う看護師等養成所に
おける臨地実習の取扱い等について」の通達が出
され，大学には前年度と全く異なった対応を求め
られました。今回、教務委員会としてどのような
検討と対策を行ったのか，令和2年4月以降に，教
職員全員で取り組んだ内容を振り返ってみたいと
思います。

Ⅰ．大学としての取り組み
　 令 和2年3月 に， 早 速 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

（COVID-19）の波に巻き込まれ，目前に迫る次
年度の授業の準備や対応の検討に明け暮れまし
た。テレビでは毎日新型コロナウイルス感染の
ニュースが流れ，自粛要請が出される中，兵庫県
での感染者数は少なかったものの，とりあえずマ
スク着用，密を避ける，ということでさえも具体
的にどう動いたらいいのか不安に振り回された毎
日でした。大学も自粛要請を受け，大学としての
対策が検討されました。感染対策委員会が立ち上
がり，検討の結果「教職員の勤務について」「新
型コロナウイルス感染対策ガイドライン」が出さ
れ，一つの行動指標として教職員は自分たちの動
きを確認していきました。

1．前期
　4月から学生の登学が止まり，オンライン授業
の検討がなされました。教職員へのオンライン授
業に関する研修が行われ，学生の密を避けるため
に，大学と神戸のサテライト会場の2か所で，オ
ンライン授業が開始されました。大学と神戸のサ
テライト会場に分かれての授業では，教職員も大
学だけではなく神戸のサテライト会場に足を運ぶ
必要がありありました。研修は受けたものの慣れ
ないオンライン授業に，教員達は「どうして声が
出ないの」「どうして画像がきれいに出ないの」「何
度聞いても覚えられない」「学生たちは聞いてく
れているのだろうか」「本学の学生にこの方法で
有効なのだろうか」等，様々な疑問やストレスを
溜めながらの苦悩の日々を過ごしました。
　場所を2か所にした目的には，学生が密になら
ないことがありました。当然，移動の際に感染す
るのではないかという怖さで自宅での学習を希望
する学生に対しては，その思いに対する配慮とい
うこともありましたが，場所を2か所にしたこと
で学生を2分できるのではないかとの思いもあっ
たと考えます。反面，教員は、オンラインになる
と学生は来なくなるのではないか，授業と言いな
がらも自宅では集中できず90分聞くこともできな
いのではないか，授業の効果が出ないのではない
か，という不安を持ちながらの開始でした。始め
てみるとどちらの会場においても，出席する学生
は少なく，サテライト会場でも10人前後（これは
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1年生）もしくは0人という状況の中で，教員がマ
イクに向かってむなしく講義をする日々が続きま
した。

2．後期
　後期に入り、登学が必要な科目・内容の検討を
前提とした新たな時間割と学年別登学方法の検討
がなされたことで，学生と対面での授業も少しず
つ入るようになりました。教室も今まで100人の
学生が入っていた教室を約半分の50人程度で使用
するように検討され，密を避ける，換気をする，
アルコール消毒をすることが徹底されました。2
つの教室で同じ授業を聞くことが出来るように設
備システムの改修も行われ，学生に支障がないよ
うに検討されたうえでの開始でした。久しぶりに
全員の元気そうな顔が見られ嬉しかったことを覚
えています。その後対面での回数も増え，一週間
に2日の対面授業をしていくことが教授会で検討
され，学生の顔を見ることも増えました。少しず
つ以前の状態に戻っていくかもしれないと思えた
瞬間でした。

1．求められている実習の在り方
　後期になると3年生の各論実習，課題実習，4年
生の公衆衛生看護学実習など，実習の問題が大き
く立ちはだかりました。厚労省，文科省からの「新
型コロナウイルス感染症の発生に伴う医療機関関
係職種等の各学校，養成所及び養成施設等の対応
について」の事務連絡の中で，「実習中止や休止
などの影響を受けた学生と受けない学生の間に修
学の差が生じることが無いこと」や，「実習施設
の確保が困難な場合には実習に替えて演習や学内
実習の実施による知識・技能の習得での差し支え
ないこと」，その内容としてオンラインやシュミ
レーションを用いての現場に近い授業演習が求め
られました。
　また実習が可能になった場合であっても，「学
生が臨地に滞在する時間が必要最小限になるよう
計画すること」，「臨地滞在時間が短縮されても学
修目標が達成されるように計画すること」という
通達を受け，大学としての実習の在り方を検討す
る必要に迫られました。
2．実習施設との実習内容の検討

Ⅲ．実習に対する取り組み

　大学での対策だけではなく，実習受け入れ側で
ある施設の意向も考えなくてはなりません。施設
自体の感染対策等の問題もあり，大変な状況下で
施設との打ち合わせを開始しました。実習自体は
前年度の計画として受け入れを承諾していただい
ていたところでしたが，実習の受け入れを全面的
に断られた施設，期間を短くして受けていただい
た施設等により，例年の実習とは形も時間も全く
異なった実習の計画をせざるを得ない状況があり
ました。しかし，各実習の責任者は，たとえ短時
間であっても臨地で実習することの重要性を感
じ，実習施設との話し合いを重ねていきました。
実際に臨床での実習ができるようになったのは，
成人看護学実習Ⅱで昨年9日間の臨地実習が3日
間，小児看護学実習では昨年6日間の臨地実習が3
日間，老年看護学実習は昨年10日間の臨地実習が
6日間でした。また，在宅実習の地域多様な場の
実習は社会福祉協議会等での実施となりました。
4年生の保健師課程の公衆衛生看護学実習は，受
けていただくことの出来る施設のみでの実習とな
りました。それぞれ期間の短縮，内容の変更はあ
りましたが，臨床に出られることの嬉しさと重要
性を強く感じることができました。

3．大学としての実習の内容の検討
　成人老年・小児・在宅，保健師課程以外の領域
の看護学実習は実習の性質上受け入れていただけ
る施設がなく，学内での実習となりました。学内
での実習内容としては，小児・母性実習・老年実
習は，出来るだけ実践的な実習を実施したいと考
え，「姫路メディカルシュミレーションセンター
ひめマリア」にシュミレーション実習の依頼を行
い，シュミレーションによる事例展開を学習に取
り入れました。他の領域も，学内であっても学生
によって効果的な実習になるようオンラインでの
学習を含めながら，工夫を重ね実施を行いました。
　さらに，臨地での実習が無くなることで，大学
に来る学生の密を防ぐため，領域ごとに1日に来
校する学生の数を確認し，使用できる教室を決定
していきました。大学での実習となるとスクール
バスを出す必要性があります。しかし，密を避け
るという意味で，スクールバスに乗れる人数にも
制限があるため，1日に登学する学生の数を少な
くし，密を避けた状態で効果的に教室を使えるよ
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うに工夫を行いました。また，人数を制限したこ
とでオンラインでの授業を実習の中に組み込む必
要性があり，実習計画を何度も修正するというこ
とも行いました。
　当然，感染状況により，実施している実習施設
から断られ，実習が中断してもおかしくない状況
にありました。いつ実習が中断しても学生間での
学習に差が出ないよう，すぐに学内での実習体制
に移行できるよう，また他に受け入れてもらえる
実習施設に変更できるよう，事前の計画を徹底し
たということは言うまでもありません。

4．実習における感染対策
　このコロナ禍においては，実習施設での感染対
策の徹底という課題もありました。感染対策委員
会での「看護学実習に関する方針－新型コロナウ
イルス感染症対策－」の内容をオリエンテーショ
ンで学生に徹底し，実習開始2週間前からのアル
バイト・イベントへの参加禁止等，実習科目を履
修するための具体的な前提条件を定めました。ま
た，実習2週間前からの発熱がないことやそれに
伴う症状がないことなどを確認するための「健康
管理表（3月末まで使用できるもの）」を渡し，実
習がない時であっても検温や症状の確認をしてお
くことを徹底しました。さらに，検温や症状に関
しては朝7時だけでなく，実習（学内であっても
臨地であっても）朝到着した際に再度検温を行い，
発熱の有無の確認と症状の確認を徹底しました。
　実習施設では学生個々にアルコール擦式消毒液
を渡し，手洗いだけでなくアルコールによる手指
消毒も行えるよう準備しました。また，今まで各
領域で準備をしていた実習準備物品（アルコール
やフェイスシールド等）を，全領域で使用するも
のはまとめて購入できるように変更しました。

5．実習記録の管理
　実習の記録に関しては，実習施設そして受け持
ち患者の情報保持のため特に注意して対応を行う
必要がありました。前年度までは紛失の機会を減
らすために，患者に関する情報が入っている学生
記録やメモの持ち帰りを禁止し，実習終了後の記
録は実習施設で終わらせて，その施設に置いて帰
ることを徹底していました。しかし，今回の「記
録は学生が臨地に滞在する時間が必要最小限にな

るようにすること」との厚労省からの実習計画留
意事項の指示内容を受け，前年度まで行っていた
実習病院での1時間の記録時間の是非と，実習記
録の持ち帰りを検討せざるを得なくなりました。
また実習施設側からの要望もありました。密を避
け，記録をする場の提供となるとそれに対応でき
る広さの部屋が必要となります。施設側としても
密を避けての会議等に使用する広い部屋が必要と
なるため，学生のためにその広さの部屋を確保す
ることが出来ないとの相談を受けたことも検討の
きっかけとなりました。
　今までも記録の扱い方については，何度も学生
に注意を促し，オリエンテーションの中で説明を
繰り返していても，少なくはあっても学生の記録
の紛失を経験していたことを考えると，そのよう
な方法をとれば安全に持ち帰れるようになるの
か，委員間で何度も検討を繰り返しました。さら
に，教員からの教務委員会で方針を出してほしい
との要望もあり，「実習時の記録持ち帰り時の注
意事項」を定めました。個人情報の保護の厳守の
ため，実習施設から持ち帰る際はジッパー付きの
ファイルに入れること，持ち帰る時点及び朝持参
した時点でのチェックを学生リーダーと教員とで
ダブルチェックすること，移動途中で絶対にファ
イルを開けないこと，家に帰ってからも他の記録
類と一緒にしないこと等，具体的に対策を挙げ，
記録の紛失がないよう確認を求めました。

　新型コロナウイルス感染が今年度で終息し，来
年度は通常の授業・実習に戻ってほしいと切に望
んでいます。しかし，感染患者数が少なくなった
としても，安全性が確保できない限り，施設の体
制が整わない限り，今年度の状態が続くことが予
測されます。今年度で終わりではなく，さらに今
の状態を強化して実習に取り組むことが必要かも
しれません。
　今回このコロナ禍にあって定期委員会をオンラ
イン上で実施したり，臨時の委員会を急遽開催す
る等，思うように委員会を開催することさえもで
きない状況でした。しかし，今回教職員が協働し
前向きに素早い対応ができたこと，急な変更で
あっても実習を担当する教員等が柔軟に対応して
いけたことは，当大学でなければできなかったこ

Ⅳ．おわりに

関西看護医療大学紀要　第13巻　第１号（2021）　　5

学生に対する効果的な授業・実習を行うための取り組み



とだろうと感謝しています。様々な状況を想定し
た上で学生の学習効果を考え，工夫して実習の計
画をしたことで，今の状態が今後持続したとして
も，学生の学習効果を考えた対応策が計画出来る
のではないかと考えています。
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